
平城宮跡と平城京跡の調査

平城宮跡発掘関査部

平城宮跡発掘調査部では， 1976(， 1~度lζtrn 表 iζ示した tl1 97次から第101次までの32件lζ及ぶ

調査を行な った。宮内では，まず，推定第 1i欠籾堂院地区を対象とする調査を行ない(第97次)，

来院地区については東南附で 196861三度(第44次)IC一部を検出した庭凶の北側部分の調査を実

施 した〈第99次〉。 また，宮西北l糾lと近い似て紀池の調査(第101次〉では園他の存在を確認した。

平城京内では， 奈良市第13中学校主主投予定地における右京五条四1:)]三坪の調査 (100次)，京大

寺西田大垣，薬師寺西地:跡，西大寺本坊，法務寺金:hl・経後初:定i也，法隆寺本初などで調査を

行ない，見るべき成果をあげた。以下，主な調査の概要を報fb二する。

AS 任 地 区 |山 ・・刈 M 数 I.JI，) ft JVI /::J I rflJ W I WI 身

6AB S-A.B・6A B F-B I 'I'.M1ii 立197':;':

6，¥CO-C 

6ADB-M 

6ABA-J 

6ABA-L 

6ABAー J

6ADBー F

6 A L F-D.E.H..J.K 

6f¥CA-W.S・6r¥ C B 

6AGR 

6i¥FC 

6AGA 

6AGA 

6AGO 

6AGO 

6AFC 

6BFK-H 

6sFK-F 

6BFK-0 

6BFK-L 

6BFK-0 

6BFK-J 

6BTυ 

6BTD 

6BTυ 

6BTlJ 

6BY 

6BSυ 

6BIIR-G 

"ι城':~f 立198- 3 iX 

‘ド-W('，出宮198-5iX 

‘ 1'..Ii~1;î 第98- 8次

、'L城山首198ー 10次

'I'.-W(何百;98-15次

平城':;f i1198-19次

、".城山首199み;

、 " .械 ':i_~' 苛l lO l 1欠

、l三城J;t 苛;98-1 次

、".城Jjt 苛198-2次

、 "~J;( i1198-6次

‘ド城J;t i1198-lliX 

‘"械JIt 第98ー12次

、ド城jIi 第98ー l'li.久'

'I'.b~J;{ 百198- 201欠

法依，Ij 第98-4次

法草与 日:98-7次

r土ll~ ，'j' 百198-9次

rtll~ .'f 苛:98-17次

tl，供与耳;98ー 18次

r.t ~~午î1198-2 1次

点火、日

~}.;与苛\98-13次

京大ι
取大与

L庭向E与

凶}.;年i1198-16次

tHif.!t 

76. 5.17- 5.18 

76. 6.28 

76. 4. 1- 7.24 I 32.50a I lff!i.E第 li州91";¥院

76. 8.30 

76.11.16-11.18 

77. 2. 9- 2.14 

77. 2.15 
76. 7.26 - 8. 1 1 
10 ~ -77 . 1.17 

77. 1. 7- 3.25 

76. 4.12- 4.21 

76. 5.11- 5.13 

76. 7. 1- 7. 5 

76.12.9-12.15 

7610 19-10.28 

i7. 1.19- 3.30 

77. 2.22- 2.24 

76. 6.15 

76. 8.12- 8.19 

76. 9. 2- 9. 3 

77. 2. 3- 3. 1 

77. 2.15 

77. 2.28- 3. 5 

76. 4.21- 6.23 

77. 1.10- 1.19 

76.12. 4-12.15 

77. 3.28- 4. " 

76. 7. 5- 8.25 

77. 1. 26- 1.28 

76. 9.27-12.11 

第1表 平城宮益事と平城京跡発銅状i兄
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奈良国立文化財研究所年報

1. 平城宮跡の調査

推定第1次朝堂院東北地区の調査 (97次〉 今回の調査区域は第

41次調査地の南に接 し， 京第一堂跡推定土jfJ.の一郎を含む。乙

の地域の地形は推定第 1次，第2次内装がそれぞれ占地するこ

つの低丘陵の聞を南北lζ延びる浅い谷筋にあたり，南へ向って

緩やかに傾斜する。 m物はとの谷を埋めたてて造営されてい

る。

検出した主な逃椛は建物 5線，掘立柱塀 3糸，築地塀 l条，

総11条，jl:戸 1基，土JJl.:などである。 ζれらの迫絡は三聞の挫

地土との関係から A・B.C.Dの4期lζ分けられる。

~H 図 平城宮および平城京発
調位置図

A ~田 平城宮造営当初の1路地以前の迫桃で，4条の束凶時SD8372， 8373， 8380， 8385と土

拡SK8418がある。裕SD8372は隔1.2m，深さ0.3m程度の来掘りの講で，宮を南北にほぼ二

等分する位置にあり ，第71次調査で検出した佐伯門東側，IE錠のT将を限る東西tNtの東延長上に

ある。 SD8373はSD8372の南約10.5m (35尺〉離れて平行する来姉りの慌である。土拡SK

8418は浅いくぼみで，桧皮，木材加工時の削り屑を含む。

BJDl 第 l整地屈の上で，泌2条，1冊立柱塀 1条を検出した。南北msD3765は采掘りの緋

で，幅2-3 m，深さ約0.6mである。推定第 I次朝盆院の想定巾取h%;JRから東103m (340尺〕の

位置にある。南北60 mを確認したが，さらに南へ続く。前底lζは隠さ約0 . 3 mの Jii~砧屈があり ，

第2図貨m次発掘逃縮図
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平城宮跡と平城京民主の調査

二胞に分かれる。下回lζは奈良時代初出の瓦，土

器を合み， 第 2の路地土で埋められる。Y!¥'j'SD

8376はSD3765/ζ京から・流れ込む。11:11立1':1:幼ifSA

8410はSD3765の京17.5mにある。 11問分 (10口

矧llj)を検出したが，さらに南北!ζ延びる。

CJ明 第 2 ~在地!凶による臨地が行なわれ， Hf~定

第 l 次~í1I :l2 1坑の来而がm立+Ujf S A 5550 A Iζより

区間される。その束lr.i，Vj:S D3715が設けられる。

掘立柱:!!ii~ S A5550AはBWJの南北!，v，=SD3765の約

~:ï 3 1雪11ft定~111欠初な院京cr~-. :l:~~~品ñ!逃梢
4m束にあり ， 批定卸 I 次~ÿJ主|抗の，限定巾 1ト'dぱ~~か

ら東約107m (360尺〕の{立[[，'にある。南北261m分 (77m)を確認した。この上をtJ13控池田と D

j日の築地挑むi土が世う。

i，W S D3715は #.;I~ S A5550Aの京17.5mにある業師りの南北椛で，IPiil2 -3 m，深さ約 1mあ

る。奈良時代末まで存続し，少なくとも 2回の改修がみられる。 Jit:f山田は 3Ji'.il/乙分かれる。下

居からは多数の木簡が/1¥土し，その実年代をつかむ ζ とができた。上j門には多52の瓦，土日見を

含む。東西椛SD8419は南北!NtSD3715/ζ東から流れ込む来fl:Ilりの柑である。堰 SX8411はS

D3715/ζ設けられた一辺 4m校の潟りで，杭，板材とともに多数の木間が出土した。

D1町 第 3整地屈による抱地が行なわれ，j日立柱塀が築地にかわり ，悲劇建物 SB8400が築

かれる。 ζ の地区が最も整備されたH寺Jglである。

基由主~物 S B8400は東西約19mあり，南北は20m分まで検出 したが，さらに南へ延びる。詰

;位の掛込地業は全面を一織には掘り込まず，深い部分 (O.5m)と浅い部分 (O.3m)が布状lζ級

車fUr.認められる。 掘込地業のjまから拠地図の上而まではホli質土を粗くっき固め， その上の基

壇土はていねいに版築されている。 越国化粧は失なわれているため， 建物規般の詳細は不lifJ

である。基出西北にある土t;.tS 1く8398から円形の柱鹿の造mしのある花|制岩製l磁石が山土した

が，すでに原位置から移動している。 i，kJTIの東西の縁辺には， 問0.5mほどの浅いi，vi・SD8401 

.8402がある。

築地SA5550Bはj開立柱>>sS A5550Aの後身のli日!である。第 3整地Ji'iiの上回lζ帯状に私まれ

た黄補色粘質土があり ，築地法底部の法出砧土と考えられる。上回は削王手され，築地本体の位

置，規模は確認できなかった。那土の西辺に沿って南北lζ延びる!iYtSD8392は築地の西側IJ雨落

椛である。塀 SA5550Cは築地:!JJfoS A5550 Bが再び抑立柱の:!JJ!./ζ改作されたものである。柱聞

は10尺で SA5550Aと重復するが，柱心は約50cIII束へずれる。

建物 SB8370は 5 間 x 4 間 ， 南北両院l の束凹事11掘立校笑~物である。桁行柱間約2 . 1 m (7尺)，

梁聞が身会2.4m (8 J~) ， 崩2.7m (9尺〉である。 柱穴底に小さな磁仮を敷く。 柱穴有'iii形か

ら出土した土器で奈良時代末lと建てられたと とが明らかにな った。との建物の四安はSB8400 
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奈良国立文化財研究所il'.報

の基塩の南北中南h記長にそろい， 棟通りは東西溝SD8372・8373の心にある。 椛 SD3715の東

16mlζ掘立柱建物SB8405がある。束西 2間，南北 1聞は尺等間〕分を検出した。 これに重

複する SB8406は南北棟建物の南妻であろう。柱聞は2.7m (9尺〉である。 SB8405の東南7

mlC井戸SE8407がある。一辺2.7mの方形で深さ 1mあり，底lζ1擦を敷く。奈良時代中頃に

造られ，奈良時代末広廃絶する。ほかに，調査地の東端で円筒埴輪列の一部を検出した。

造物土器，瓦，木25，木簡などがある。土器は主lζ南北総SD3765・3715，~:I:戸 S E8407 

から出土しており ，調査区全体としてはiiiは少ない。 SE8407の下回から平城宮血 (750年頃)，

上聞から平城宮V (780年頃〕の土採がまとま って出土した。ほかに須恵器の菰，杯を転用 した

硯，灰稿h陶器，白磁，土銭などがある。木器の大半は緋SD3715から出土した。多くは棒状，

板状品であるが，JM;，箆状品，イサ札状品，箸，車輪部材，人形，形代などがある。

瓦lζは軒丸瓦196点， 11i1平瓦103点がある。 ζ のうち平城宮瓦編年の II J切 (721~745年〉の瓦

6225， 6311， 6661， 6685型式が多く ， ついで I期 (708~721年〉の瓦6284 ， 6664 C • K・H，

6665型式や藤原宮式が多い。 阻 (745~756~日 ， IV JDJ (757 ~767年〕のllq:瓦は少ない。塀 S A5550 

の西側では和銅創建11をの1111:瓦が多く ，東iJ!lJではE期のものが主体を占めている。措 SD3715で

は ， その上回から U~jから IV J闘の瓦 ， ~FI ・ 下j呂では 1， 1!J切のものが出土 している。瓦敷SX

8408から軒丸五6311型式がまとま って出土している。

木市jは南北t，Y].SD3715，堰SX8411，ζれに注ぐ東西rlYtS D8419から総数163点出土した。

主に SX84111L多誌の木片とともにその大半が包含されていた。記載内容は文書，帳簿，伝

票，付札などで，やIf"(iむ3年から天平3!efまでの紀年銘木聞が 7点あり，乙の頃宮内で大規模な

造営事業が行-なわれた乙 とが確認された。

まとめ 4J切の逃構変逝において， A・BJ田は和銅年間で，平城宮造営当初の時JDJにあた

る。第 1次内裏地区では周回に築地回廊がめぐる。一方，第 l次朝堂院地区を区画する施設と

しては掘立柱塀SA8410が考えられるが，一部を検出したにすぎず，なお今後検討する必要が

ある。 cJ羽は霊地年聞にあたり ，東西を画する抑立柱j1Jfと基幹水路が設けられるが，1/3 (WJIとは

建物は検出されていない。 DJ闘はやIliu:tfo聞にあたり ，ζの時期lζはCJ自の塀が築地yj(.lζ改作さ

れ， 中』ζ iL~担建物が築かれ， ζ の地域が最も整備された l時期である。

東院庭園地区の調査 (第99次〉 今回の調査は第44次調査で一部を検出した園地と束iIU大垣の北

隣接地において行な った。乙の地区は北から延びる低丘陵が平地;ζ移る付近のirlJ砧国にある。地

盤は砂地だが，地下水位は高い。調査iむを庭|謂地区 (J，K区〉と東町大厄地区 (E，D， H区〉

lζ分けて記述する。

庭闘地区で検出した主な迫椛は悶池 1 カ所， 建物 4 線 ， 渡廊 1 彰f! ， 桁 l ~ J 主主聞 3 条 ， 総 4

条，罰泉施設 l基3 土拡などである。乙れらの造椛は大きく A ・Bの2j切に区分でき ，BJ国は

さらに 2JDHc分れる。

AJ田 園地SG5800Aとその西岸に建物S88480，北岸に柑SD8456がある。 SG5800Aは
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平城宮跡と平城京跡の調査

新地SG5800Bの下回から検IIIされた。池は大垣に沿い，幅約13mの空間地をとって鎚の手に延

び， 複雑に屈曲 した汀線をもっ。束，北j惇のtn~を全て検山し， 南北45 m ， 東西約46 mのひろ
がりまで確認した。南jギは第44次調査地lζ延びる。南町大j豆から北洋まで約72mある。入江，

lulllは上回j山ζ比べ出入が少ないn 京jギ{乙川12，入江 3，西岸に入江 5，IIJljl2がある。 1也の深さ

~14 図節99次発銅池桃図



奈良国立文化財例究所年報

は平均40cm程度であり ， i也底lζ北j;~ではj判ζ沿 って径30cm ïìíJ後の馬51t:な安山岩を 2 -6 m ~bïで

帯状iζ敷く。乙の石敷は*伴では上回池の岬 SX8452の下まで続く。西岸では自JIJS X8458の北

{JlIJまで延び，ζの曲JjJのj週間では失われている。乙のWJIJの前側の入江にも同様な石敷がある。 j也

の中央lとは玉石を敷く。 :1七百のj日辺では地山を急勾配lζ抑り込み，人聞大の石をあ!iみ，郡山石

組とする。建物S88480のj，'d辺，京岸では緩やかな斜面Iζ径10cOl程の玉石を政きつめる。市北

総 SD8456は SG5800Aの京北聞に注ぐ石放の講である。幅60COl， J.必石のみ残り，側石は失わ

れている。 SG5800Aへの給水純である。

~物 S 88480は西岸にあり ，1Jiii込地業のみをとどめる。幅約2.5m，深さ1.5mの総状のiliii込

みが京j!..Ei12m，南北8.5mの矩形にめぐる。 j印ζ石を多数入れ， 粘土と砂を版築状lζっき問め

ている。伎を据えつけた跡は残っていない。 ζれを 81切j在地土が桜っている。 81Tlの改修によ

り ， 磁石~物の法的が削平されたものであろう。

8JDJ 当初，1羽池SG5800 8の周囲lζ磁石建物S88470，柱聞 SA8467・8468，橋 SX8453 

が配され (BdOD， のちに住聞は一郎改修され， その束lζ辿物S88466， S C8465がとりつく

(B2Jm。第44次調査で検出した八角楼S85880などの迫怖も B期lζ属する。

国池SG58008は下回池SG5800Aを全ifri的lζ巡り替えている。下回池の石敷，石組の大半

をとりはずし， 粘土で埋め， その上lζ玉石を約10cmの以さ lζ!TJI(きつめ， 汀線まで玉石敷とす

る。 1也の深さは30cOl程1stである。 i也の11旺)~は下周他を踏l却するが ， WJjJや入江の出入は大きくな

り，曲線的となる。北山の築JLJS X8457は下居池の石般に粘土，砂質土を交互に高さ60cOl程度

{ζ政り上げ，その上lζ玉石を泣き ，1註大約 1mの三笠安山岩，ぉ:]状片j隊岩，花|刻岩を据える。

仰 SX8452，半白 SX8459，中山SX8460も同じ造成方法で築かれ，iHJJUζ沿 って大型石が配

される。 'IJI~は南北 9 m，京西11mあり ，北中央がくびれる。高さ0.5mある。 i也の東北|叫は

築地際まで拡張され，I州浜とされる。他は南北60mあり ，東西もほぼ同線悦と推定される。

礎石油物 S88470は 5間x2 ft¥Jの東西線砧物で，住聞は桁行，梁間ともに10尺等間である。

束斐柱とI札 北似IJ往lζ 安山岩の俗石 5例が残る。駐在通りに床束があり ， 京 21HJはi也l乙積り出

す。*去qζ東西 2悶 (7尺等1111)，南北 21出の筏政殺}泡設S88471がとりつく。

S A8467・8468はS88470の前而を凶む1Jiii立柱列である。柱狼は八角形lζ面取りされ，凝灰

岩-の服巻石を伴う。 SA8467はS88470の南2.7m (9尺〉にある。その南約 9m (30尺)，ζ 

S A8468があ り， S A8467と柱筋がそろう。 ζの杭列の東西両端では内似IJl.5mlζ4本の大

型住が立つ。 flは太d42cOl，八角形である。柱穴御形は深さ約 1mあり，J.底Ic..恨太をII"(き，住

lζf[J材を3¥f:し込み，支えとする。他rl'のil/I:)飢ζは磁石を担えている。 82J切にはζの柱を除き ，

西lζ1.5ml¥'育てて，南北住列 SA8469がとりつく。 SA8469は住聞が 411.l:lで，両端間1.5m (5 

尺)，'1'央 2聞が約 3m (10尺〉である。さらに，S A8467・8468の束側 lζ 建物 S88466， iJJ! 

廊 SC8465がとりつく。大型柱の住恨は S88466の!被板{ζ転用される。主II物 S88466は41}日×

3聞の南北線総住民主物で，ì也 IL5J~ り，'1:\ す総数様雌設であろう。掘立柱で柱筋は柱ダIJ と そろう。

F
O
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桁行柱聞は端間1.5m ( 5尺)，中央21聞が 3m (10尺)，東側柱南端聞は約2.4m (8尺〉で，柱

を波廊SC8465と共用する。梁聞は西i1聞が1.5m (5尺)，仙は2.4m (引わ である。西I~JJ柱

2 本と西 2 列自の柱 5*を柱列と共用する。柱穴倒}~Iζ は鬼瓦，凝灰岩切石を敷いている 。 他

に2個の磁石がある。 j，度廊SC8465は掘立柱で 3 1~日 x lflJ1である。桁行柱間約3.6m (12尺)，

梁間2.4m (8 )~)である。 南側柱は S A8468， S 88466と住筋がそろう。 前SX8453はSG

58008の東北隅に南北にかかり ，桁行 5間 (9尺等間)，相3.0m (10尺〉である。南北時SD8455 

は束而大垣の西約 4mにあり ，上回他東北|伊JIC注く・京掘りの描で，師1.8m，深さ0.4mある。

上回地の給水枕である。

造物 S G5800B の塙:砧土を中心lζ多祉の土~fi ， 瓦 ， 木探， 木簡 ， 金属探， 植物辿休などが

出土した。木簡はLifit'f土から10点出土した。瓦lζはil!};h瓦96点，車F:>JZ瓦100点がある。乙のう

ち平城宮瓦編年Ij日 (708-721年〉のものは !I!l丸瓦 5点である。 lIJTl(721-745fjりの!Iq:瓦は品

も多く ，6225， 6308， 6663型式が主である。 TIOUJ(745-756{めのものはそれにつぐ。 N期

(757-767)の瓦は極めて少ない。下回他SG5800Aからは B期の瓦が出土する。上回他SG

58008石敷中には II，mJTj，そのJif;杭土にはIVJDJの瓦が含まれる。また，鬼瓦2点，緑和l瓦 l

点，水彼女;埼 l点がある。土器は主lζSG58008の1il;杭土から出土した。その大半が平城宮VII

(825ip.頃)，ζ属する。 SG5800Aからは平以宮 町 (750ip.頃〕までの土器を出土した。上回池S

G58008の1Wfu土とその上回からは香炉蓋，三足維など線制，灰制陶器30点が山土した。退官

土器は23点あり ， I蔵人所」と記した土r:m器がある。木製品は挽物円盆，輩，杓子，布巻.fh

斎串な どが238点ある。 総築部材も多く，斗 1;11:の枝型がある。金属製品には鎌，釘，銅製留金

具な どがあり ，ほかに和同IJI]政n点，や11功j)lJ宝 l点が出土した。

束而大垣地区の逃構には築地大垣 l条，i，Vt 3条，塀 2条，建物 1事uなどがある。築地大垣S

A5900は束院束雨間から北138mまで確認した。築地の基底}¥f)をH区で一郎検出した。幅約3

m (10尺〉である。 ilVjSD5815はSA5900の京flllJ雨務mである。幅0.7m，深さO.4m前後あり ，

H， D区では両.fillJIζ瓦をたて並べている。 111*渠SD8436は束而大~g南端から二lt108 m (360尺〉

にある。築地部分では幅1 .2 m ，深さ 0 .5 mの jlm)例ζ J~，{ さ 10crn ， 幅24crn ， 長さ 5m以上ある桧絞

を組み ， 凝灰岩切石を議石とする。この iìWは築地雨落ilYt のJt~で DI~ 渠となり ， 東二坊訪問路西側

構SD57801ζ注ぐ。 SD5780は紫侃りの構で，深さ0.4-0.6mある。少なくとも 1聞の改修が

認められる。 H音渠が注ぐ付近で有機物聞が形成され， 多数の木聞が出土した。天平15，18， 

19， 20年の紀年銘のある木間がある。有機物屈を境!C上下2届lζ区分できる。大塩と大講の聞

は怖約7.5m (36尺〉程のf，I，)1也となる。大mには改作は認められず，奈良H寺代の前半lζ 造営さ

れ，奈良H寺代を通じて存続する。奈良時代以後，大桃，雨?答1梓が埋められ，仮設的な建物S8

8433， :I})j!. S A 8440などが設けられる。

造物 主に SD5780から 3 土保，瓦，木保，木聞などが出土した。木附は569点あり ， 紀年

銘木間 7点を含む。 I束薗」としるしたものがあり ，悶他地区を束聞に比定しうるかもしれな
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い。土器は SD5780から平城宮II(725年頃〉のものが出土 し， 橋地の挫地土から緑制，灰糊陶

器が少量出土した。 また「・酒杯」と しるした墨書土器がある。瓦は軒平瓦69，nq:丸瓦92点あ

る。主体はIIJ聞の瓦が ζ れにつぐ。 rv1割以後の瓦は少ない。木製品には棺，111J物，糸巻，人形

など多様な製品がある。

まとめ 東院東南部の築地はすでに奈良時代前半に造営されており ，奈良時代末まで存続す

る。築地の改修は認められなかった。築地の内側lとは南北60m，東西約60mの範聞に困池がひ

ろがる。 A期は天平末年以前で，主主老 5年頃まで遡りうる。 BJ切は天平l路宝年聞に始まり，池

が廃絶するのは 9世紀前半である。 A期間池の岸辺lζ沿って昂平な石を敷きつめる技法は，奈

良時代前半に造られた左京三条二妨六坪〈第96次〕の北宮困池と類似するが，地中央部を玉石

敷と し， 謹岸』ζ石をt'iみあげる方法などに相違がみられる。 BJ自の園池は玉石敷で旧池と全く

趣を異にし，平安時代庭園に通じた造園方法がうかがえる。

平城宮西北地区 (佐紀池)の調査 (第101次〕 佐紀池は平城宮の西北にある東西160m，南北150

mの不整形の溜池で明治17年に現在の一条通りに築堤して造られた比較的新しい池であ る。池

の南%は特別史跡平城宮跡の一部として史跡指定と国有化がなされている。一方，北げはなお

民有地であり ，今回の調査は ζ の部分を対象とした。池の北端部lζ幅15m，東西67mの トレン

チと ，とれの東南約30mの地点lζ幅6m，南北26mの卜 レンチとを設けた。

奈良時代の逃構 園地 1カ所，構2条がある。園地SG8500は西岸と東岸の一部を検出し

た。*岸の汀線は東西 トレンチでは南北1[.，南北卜 レンチでは東西に延び，北端部で西へ狭ま

る。西岸は真南北に延びる。岸は傾斜約100
の緩やかな斜面で， 傘大の石を幅 2m程lζ敷く。

東岸lζは大小の自然、石が配されていたらしい。 1也底は南へ緩やかに下る。 ?也には厚さ約0.5m

の植物!自制!胞があり，奈良時代から平安時代初期の造物が出土した。溝SD8501は東西 卜レン

チ中央の索煽りの南北総で，S D8502は南北トレ ンチ中央の葉掘りの東西構である。

奈良時代以前の迫拙 総4条，堰 2基，土拡 lがある。すべて園地SG8500の底面で検出し

た。構SD8520は東西 トレンチ中央を南北lζ蛇行して流れる幅約 3m，深さ0.6mの講で，途中

で2つに分流したのち，また合流する。この椛の分dtcの始点に幅10-15cm，)享さ 5cmの矢板を一

列に打ち込んだ1NS X8524がある。構SD8521は幅1.5m，深さ0.5mのV字溝で西南から SD

85201[.注ぐ。 ζ の合流点lと，太さ 6Cslの丸太杭をー列lζ打ち込んだ厄SX8523が設けられる。

造物 困池SG8500の地私ー屈から土器，瓦，木恭，金属器が出土した。土器は平城宮Eから

9世紀中頃までのものを含む。土師器の皿で， 底部外面中央iと「天平十八年潤九月tl・七日口口

仁」とあり ，内面lζ以下のように器書したものがある。
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辛;ffi'ilc納めた容器の品目 ，数量を記したものであろう。瓦lζは6225，6282型式などの軒丸瓦 9

点，6663型式などの粁平瓦4点がある。習書ーと文様風の木簡が 2点ある。 木製品は下駄，甑底

板，[to物底板，今IJ物，斎串など14点ある。ほかに，神功IJlj宝 I点，鉄鍬 1点がi'l¥土した。

構SD8520から後期弥生式土探，庄内式，布留式の土flifiP.1L木器，金属器が出土した。土器

のほとんどが布留式であり，後期弥生式土器 3 庄内式土師器は少iEーである。木器lζは鋤，きぬ

た，ちきり ，梯子があり ，金属製品には小型案文:鏡が l而ある。径2.8clII， 厚さO.5mmで，鏡背

4と釦をもっ。なお，東西 トレンチで土田観察のために SG8500の他底を一部姉り下げた際，池

底より下のパラス周から縄文時代CIJJDjの土器片が12点、;1¥土した。

まとめ 佐紀地の北端部が奈良H寺代の困地であったととが明らかとなった。乙の地域は奈良

山正l凌の谷筋にあたり ，自然l也形を利用した困池である。規松と形は現在の佐紀池とさほど大

きな差異はなかったものと推定される。造成の時JDlは推定第 1次内裏地域lζ築地回廊が設けら

第5図 第101次発銅治構図
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れる和銅造営当初，遅くともや111色年聞に遡る可能性があり ，続日本紀天平十八年「秋七月 笑酉，

天皇御大蔵省it相撲，Iぬ頭ll!i御西池宮」の記事にある「西池宮」に関連する可能性が強い。

2 平城京の調査

右京五条四坊三坪の調査 (第100次〉 本調査は奈良市の仮称第十三中学校建設計画iζ伴う事前

調査であり ，奈良市から調査を委託されて笑施した。当該地は右京五条四坊三坪の全域を包含

しており ，谷筋をはさんで北東部と南西部が丘陵上となり ，~:~I!高は約80mで五条一坊付近の平

地部よ り20m ほど高い。従来，右京における本格的調査は行なわれておらず，特[ζ条坊遺構に|刻

しては西隆寺 ・唐招提寺などで一部検出されたにとどまっていた。したがって調査は丘陵地域

における京の造成状況，特lζ条坊逃械の19!f明を主な目的とし，坪の周囲lζ 9;;1三，五1<内lζ 4本の

卜レンチを設けて笑施した。 発揃成果はすでに「右京五条四妨三坪発掘調査慨報J(奈良市1977

年3月〕として公表されている。

逃椛 西三坊大路，五条条間路，六:Pfと三坪の聞の小路lζ閲しては予想位置で道路の側構と

恩われる潜を検出したが，三坪と四坪の聞の小路は検出できなかった。西三坊大路iζ閲しては

I・J両トレンチで南北総SD001・002を検出した。 部の心々距離は70尺を越えるが，方位の

振れの少ない SDOOl の溝心から30尺(推定大路幅の~)西を大路心と仮定すると ， 朱徒大路心

からの距離(朱雀大路調査で明らかとなった平城京造営方位N0015'41"Wによる換算値〉は1601.93mと

なり奈良尺1800尺の基本方l恨地割とほぼ一致する。 五条条閉路lζ閲しては， H トレンチで東

西時SD006・007を検出した。心々距離は約20尺で従来の条間 ・坊閉路の幅員lζ閲する知見

4~8 丈lζ比べて狭いこと ， 基本方服地割線より 12.7尺北Kずれているととなどの問題を残 し

第6図 第100次発締法椛図
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心から前述の西三妨大路心までの距離は 135.97mで， i'1'J"l-iilli寸法450尺と小路帽の妊の長さ 10

尺を合わせた460尺に近似した値を示す。

奈良時代の建物はG トレンチで 2tm， L卜レンチで 3事11，M 卜レンチで I槻，ほかにWI.5条

を検出した。建物はいずれも小規模な侃立柱建物で瓦の出土は極めて少ない。年代を直控示す

造物の出土はないが，柱抑i形の霊能関係や方位の振れによってA'Bの211.jJ切に分けられる。

A期は平城京造営方位にそ ったもので， S B025・027・035，S A028・029がある。前述の南

北小路の道路帽を20尺と仮定すると，乙の建物 3fJllは辺路心よりそれぞれ50尺 ・150尺 ・200尺

の位位lζ束DI'J柱をそろえて挫てられている。 BJtJは京の造営方位より北で o. 5~20 西へ振れて

おり， S B017・026・034，S A018がある。なお，宅地としてM:適地とみられる東北部の高台

からは l 繊の挫物を検出したにすぎないが ， 士山町市が地表から0 . 2~0 . 3m と浅く後世に削平さ

れている可能性が強い。 ζ のζ とは造物が高台の凹斜而から二次:l1Hliで・多il.f!C出土してい るζ

とから も裏付けられよう。

高台のM 卜レンチと谷顕の L卜レ ンチでそれぞれ井戸SE015・020を検出した。 SE015 

は，長さ90cm，厚さ 5cmの仮枠からなる一辺80cmの井能組の井戸で，上から 6段目まで確認し

たが， さらに続くとみられる。 JI:戸の).'，j聞は，四段lζ階段抑 りしてあり (SX016)，品下段は

構築後すぐに埋民して洗い場として利用したとみられる。井戸は柿築後比較的早い段階にiJiJ峻

し，8世紀前半lζは廃絶したものと忠われる。 SE020は径1.lmの円形縦板組の井戸である。

板枠は幅28cm，J享さ 6cmのfflTl長い板材14枚から成り ，板枠が折れて井戸内に落ち込んでいたも

のと合わせると， 長さ4.5mlζ訟原できる。板枠の左右lζは上下4箇所lζ納穴を設けて回定し

ている。また，上端の木口にも納穴を設けているものもあり ，DI'J阪上部をf1li材で回定していた

ものと思われる。 SX021は，S E020の上段の抑形内にあり ，井戸枠の西側lζ広い平恩而をと

り，四lζ向かう措がと りついていた。井戸に付属する批場とその排水時とみられる。 SE020 

・SX021から出土した土探より井戸の肱絶時期は 8世紀中国と考えられる。 建物の周辺から

出土した土器は平城宮 IJ切(710年頃〉からmJTJ(7501p頃〉のものであり ， 井戸の廃絶年代と合

わせ考える と， ζ の地域は 8世紀後半にはすでに宅地としての機能を失っていたものと思われ

る。

東北部の高台と西北部の谷聞との境l乙は階段状辿桃SX024があり ， 前述の条J;}j造品11から求

めた.i:'1̂の東西心と一致する。また，.151'の南北心は京北部の高台から南の谷への傾斜する位置に

のっている。したがって，三坪がどのように宅地;';'Jされていたかは切らかでないが，少なくと

も坪の東西心 ・南北心には境界があったとみられ，;<ilf汀以下の宅地が想定される。

そのほか，S B025の南に接して火葬~S X030を検出した。一辺0.4m，深さ0.5mの器拡の

底に政骨器が直接納置されていた。悲Uょに技:して安山岩質の官'J石があり ，器拡上iliiを逝っ てい

たものとみられる。蔵省..~日は~~盗j修の~JfïJ.(器で平城宮第rn1tJ (750年頃)!ζ該当するが，瀧は別

物でやや遡る。.H:~内には微小な骨片と組織物を合む抗澱物と ， 出 . ;W:ti:・和同開弥が入ってい
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た。京内に於ける奈良時代の

火葬誌としては初めての炉1]であ

り，京内での埋まf-を禁じた謎老

実葬令の規定との関述が問題で

ある。

造物土師1{~ ， 須:m:{{~ ， 瓦埼

類，木製品のほかに，火葬基の

副葬品がある。 ζ れらは奈良時

代前半期のものが多くを占めて 第 71羽第100次出土蔵骨~iと納置物

おり ，主に土拡 SIく013，j昨SD014， ~ I:戸 S E020，土拡SK052，階段状辿椛SX024から出

土した。瓦場類はif汗丸瓦4点，~[千平瓦 1 点 ， 樽 2 点と極めて少ない。 S E015・020の井戸底か

らはflll物 8点，万子柄 l点が出土した。火葬悲の副葬品としては，墨，~，巨管 ， 和同開弥 4 枚が

ある。品はカ ラス ミ形をしており ，正合院伝世品と同形であるがやや小さい。筆活:は篠竹製と

みられ， 一方の端部の内側を引って内径を広げており ， 乙れは~n:毛を取り付けるための加工と

みられる。

法華寺経後推定地の調査 (第98-17次〉 本調査は法務寺境内での収蔵庫正~設計画lζ伴う事前調

査である。現本堂および銃後は，従来の発掘調査の結果から旧位置に再建されたものとみられ

てお り ， 当該地は本堂中íMI ~0! (ζ対して鈍楼と対称位i泣 lとある ζ とから経般の造椛の段 I~e がj~]待

された。

調査の結果，掘立柱地物 3，illt3，土j広2，井戸 1を検出した。経後推定地は後世の削平を

受けてお り，経伎の込HNtは確認できなかった。 経桜北町雨落椛推定位位で検出した野間石組の

東西椛SD03も後述するように，その北方の建物SB01Bと一連のものと考えられる。

S D03以南の経楼推定地では掘立柱建物SB05や中世以降の南北梢SD12，近世の井戸SE

09などを検出した。抑立柱建物SB05は柱間約 3mで東西 2間 ・南北 l間分を確認 した。

第8図 法互信寺経後推定
地発掘巡構図

S D03以北では 3械の建物SBOlA・BおよびSB02を検出し

た。 SB01Aは1辺 1m以上の大きな抑形をもっ釘i立柱建物で東

西 2聞く柱間約3m)・南北 1悶〈柱間約2.7m)分を確認した。造

存していた柱根は直径60-70cmと太いもので，面取りされた痕跡

が認められる。柱根下{ζは根固めとして瓦片が詰められており ，

粁丸瓦6285A・軒平瓦6667Aが出土した。ζ れらの瓦は天平初年

を降るものがなく ，S B01Aは8世紀前半lと造営されたと推定で

きる。 SBOlBはSB01Aの柱を線本で切断 した上lζ板石を置い

て， 磁石立ち建物lζ改造している。平而は11:1規を守っている。乙

のような例は従来の法翠寺境内の発掘調査でも，現本堂地下 ・本

- 32-



平城宮幼;と平城京跡の調査

堂南 ・本堂東で 3彰uが確認されている。東西出S

B03は南岸を野而石で護岸しているのに対して，

北側では幅O.4mほどが一段低くなり，と ζlζ多記:

の瓦片をつめ込んでいる。 ζれは北岸施設の裏込

めとみられ，この上lと基盤の延石と考えられる数

個の石がある。装込めからは 8世紀後半の土器が

出土してお り，年代的にも SD03はSB01Bと一

連のものとみられ，S B01 Bの南面j雨務総と考え

られる。 掘立柱建物 SB02は束西 2間(創出約3

m)，南北 1問分を確認したが SB01A.Bとの

前後関係は明らかでない。

i立物としては土探類と瓦類があ る。土器類の多

くは土:tlS 1く08から出土してお り，多量の土r:ijj器

・ 須JJJ:器のほかに施取h陶{，~片約150点がある。瓦
第9図 法草寺金2主役定地発銅ii:!f比図

は古代から近!祉にわたり ， 11可丸瓦56点 ， 11汗平瓦52点 ， 緑~1h瓦一点， 二彩取h瓦片 1 }~、が 11\ ことして

いる。

調査の結果 ， 当初の予想位置には経楼跡がみられず ， かえって経後推定位~'í: ~[一部かかって

芸奈良時代後半の磁石立ち建物を政認'した。 今後 ， 法ヲ，t;;!i'の伽J~合配Eの再検討が必要ーとなった。

法華寺金堂推定地の調査 ca98-21次) 本調査は納屋新築K伴う事前調査である。 当該地は法

華寺の南北中羽h線にあり ，東南lζliMi!ーする地区では1974年の調査で金堂と推定される建物の南

側柱を検出している。今回の調査地では推定金訟の南側柱凹延長官官分と入側柱の検出が予想さ

れた。調査の結果，建物2私11，中山-の:JI:戸状追椛与を検山した。惟定金堂SB01は出1JlIJ柱を

2間〈柱l間14尺〉分を確認したが，入fl1iJ住の痕跡は凡出せなかった。 しかし，現本hl・地下およ

び本堂東の地下辿桃が銅立柱と磁石立ちの柱を混用しているので，との建物も入側柱は礎石を

用いていたためlζ削平されて痕跡を留めなかったものと巧ーえられる。 SB02は京国 3間(10尺

~Im) ， 南北 1 間(12尺〕分を検出した。 南fJllJ柱は S B01と重複し，乙れよ り新しい。来四腕建

物の南府部分と推定される。そのほか1:1ヨ社i の ~i・戸状追桃および小位穴 8 聞を検出した。 井戸状

追椛からは鎌倉H寺代の瓦片が多量lζ出土した。

東大寺西函大垣跡の調査 本調査は奈良県労働者-住宅生活協同組合の分譲住宅住設計聞に伴う

事前調査であり ，奈良県教育委員会lζ協力して発仰を行なった。先例成果は 「東大寺山市!大垣

跡発備調査概報j c奈良県教育委員会 1977{'~ 1用〉としてすでに公表されている。当該地は東大

寺のi l忌害門と焼門(西国中門〉のほぼ I~J間にあたり ， 平域京東京紙大協東主|主部および京大王寺四

百大垣の士山iYfの存在が予怨された。検出した迫椛は古代から現代まで 61田lζ大}jlJでき ，上記の

予想、を裏付ける とともに，rlJ t位以降の宅地;~~Jの変巡が IJR らかになった3 以下H年 JUJ別 lζ述べる。
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11割〈奈良 ・平安l時代〉 平城京東京極大路SFI00， その東側溝SD90，東大寺西町大垣S

A05，その雨落構SD09・10がある。東京極大路SFI00は，旧河川の堆積土上le，パラス混

りl倍褐色土を盛って造成している。路面からは奈良時代の瓦が出土し，その上層から東大寺式

jl汗丸瓦6235，興福寺式軒丸瓦6301等が出土した。大路の東端lζ側i/1t.SD90がある。 SD90は西

周のみを検出し，東肩は中世の僻で境されているので縞は不明である。 中から奈良時代から平

安時代初頭にかけての瓦が出土している。

東大寺西国大垣については，転筈門と焼門とを結ぶ線上で，築地SA05を検出した。!日河川

のパラス屈の上iζ厚く砧土した後lζ，幅約 4 mの掘込地業を行ない~n'{土しているが版築はみら

れない。 ζ の椛土中lζ古代の瓦を含んでいる。築地は基底部しか造存しておらず，築地本体の

幅は不明である。築地をはさんで東西に雨蕗構SD09・10があり ，i，Vょの心々距離は6.2mであ

った。築地心から大路束側溝西肩までは14.3mである。なお，大路 ・築地とも平安時代におけ

る改造の跡はみられない。

IIWJ C中世) }I;[京極大路の上屈には，東西石組構SDll， 南北石組構SD17， S Dlllζ流

れ込むIlt?'渠SX83などが設けられ， 大路東側一帯が次第に宅地化していった。東大寺西面大垣

S A05はそーの北部を砧み替えるとともに，築地の西側雨落部SDIOを改修している CSDIO-

C)O S DI0ー Cからは中世の瓦 ・五輪塔の台座等が出土した。 SD09の東側'Jで京師りの南北

龍 SD16を検出した。瓦~~や党字のあ る軒平瓦が出土している。

mj担(近世〉 京街道と西面大垣との':t聞に設けられた 南北石組構SD20と， S DI0-Cを

改修した SDI0-bを検出した。 SDI0-bとSD20のそれぞれの中に打ち込まれた南北柵S

A06・07も梓と同時期とみられる。SDlO-Cの心よ り西11.1mの地点に石組井戸SE22があ

り，S D20の心より西11.1mの地点にも石組井戸SE21がある。京街道と西而大垣の聞は南北

構SD20を墳として東西二つに宅地制されたとみられる。東西の宅地内において井戸が同位置

第10図 東大ミ手商面大厄発鏑込¥怖図
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にあるとすれば， 四方の宅地の西境は現在の京街道東歩道の束~;Mあたりと推測される。

IV期〈近世) SD20， SE21・22は廃棄されて，IlljtJの東西の宅地は一つになり ， 宅地東

限の SD10は再び改修されている 'CSDIO一心。 さらに，乙の宅地の東端iζ石組の井戸SE25 

と，井戸から竹筒を用いて71-くを西方lζ引く上水施設SX56-64を設けている。との上水施設は

S X57→S X58→S X63と三度作り替えている。との時JTHとは多illの木炭 ・鉄斤;をはじめ，場/i

の羽口などが出土しているので，近くに鍛治屋の存在が考えられる。乙のII!.fWJの追わ時は火災に

あっており ， 西国大垣も脳級してしまった3 乙の火災は「東大寺諸伽!世田~録」にみえる院長11

年(1606)の今小路fsJを合む手貝f!IJ南方の大火!こ相判するものと考えられる。

VJ割(近世〉 東西に長い宅地が，石組)iIJSX75や東西方向の杭列 SA08によって 南北にも

和l分化してくる。 SX75は北11:而をそろえており ，崩壊後の西国大垣を横切 って設けられてい

る。その北lζ井戸SE23をつくる。 SX75とSA081ζ挟まれた南北幅 9mの地域内lζは礎石立

ち建物 3おIlSB01・02・03が建つ。l礎石建物はいずれも南側柱のみを確認したにすぎないが，

北側柱がSX75の延長線以南におさまるとするなら ，~f行は 2 問と推定される。礎石kli物のj;'，j

凶には座結SX50，火葬骨i:':fS X 52， 55があり ，五輪地:の一部や仏花器，多量の灯IYJJslなども

出土しているととからみて，乙の地域のiU椛!立東大寺の子院など考ーの関連施設と考えられる。

薬師寺西塔跡の調査 本調査は薬師寺からの依頼lζより ，凶.塔創建時のi立椛を|円らかにする 目

的で行なったものである。凹;培の創建は，来場:の茶色てられた天平2年 (730)頃とみられており

cr七大寺年表J)，享禄元年(1528)には筒井順興の乱によって金堂 ・講堂とともに1$[;失した cr薬

師寺年記J)。 その後，万治三年(1660)1と食堂のi国北方にあった文殊:主が西地湖、に移築され cr薬

師寺縁起因史j r1!il附寺志J)，IIH和 9 年lζ 撤去された。.lJU_~以上ïffiIζは心磁のほかに，文殊.W~で

j司いられていた磁石が12側主えっ てお り ， 東北と}jr ï-Y~の I\'1J の 2 fllilの礎石には一辺60-70cmの方形

住座があり ，困地;の礎石と考えられている。これまでの調査としては，lIiTf119年[ζ起立M!氏{と

よってtililiL上問の間単な制作が行なわれ，IIH和44"1:には来rlr/i寺発掘調有団〈団長杉山信三氏〕が

l盟国階段郎分のiliももをI!J.Jらかにしている。

造桃 心髄がj際位置を保っている ζ と，方形住l肢をもっ 2fi~j の磁石はj京{，'[世を!日j きょ主禄焼失

』ζよる焼土上に据えられている ζ とを確認し，さらに凹天住と 側主tの1f:ilJ彰をすべて検出した。

裳階柱の{日i!巴は発見しなかった。{印j彰が浅かったために削平されたものと思われる。 IL、礎』ζは

11:])影がなく ，iJ;J:i"'t築成の途rllで偲えられている。越正l化粧は花iホi岩製j也混石と凝灰岩製羽目Ti

とがわずかに辿存しており ，~tjfiの一辺の長さは約13.6 m と知られた。延石は用いず ， J也磁石

上回に約 1cmの段を設けて羽目石を受け，見え!出かりI{f)分を切石とする一方 ，隠れる郎分lζは

自然面を践している。階段は四方lζ設けられ，耳石を受ける納穴の施された受石が束 ・西 ・耐

の階段K造存しており ，階段の規模は幅約 3m ，品.hi'(からの出約1.8mである乙とが匁lられた。

乙の受石lとは納穴の仕illζ発奥がみられることや西市I¥'1JJ也被石の西而lζだけ見付師 2cmほどの

切面が施されていることなどから，基Jf't化粧石iζは創たu当初から転用石材を混用していたもの
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第11図薬師寺西院幼;?e捌追挑図

とa思われる 0

Ui tt"l回りには玉石を敷き詰めた縮0.5~0.6m の犬走りがめ.ぐる。その外周 lζ扇平な石を立て

て側石とする内法幅O.5mCllb 深さ 5cmほどの雨落泌がある。 雨落1，年は階段部分も凸型{ζめぐ

り，底(ζは玉石を敷いている。 同様の玉石敷はi，Ytの外lζ も一而lζ広がっており ， ;M;1_r"l縁から

3.5m ほどのところには-;9"J1ζ立石を並べて， j苔をLjJ心とする一辺20.6mほどの正方形の区画

を構成している。なお，i~H町立後世のj也 lζ よって破J袋されており ， ζ の見切石は舵認できなか

った。玉石放は ζ の.iE方形の区画の外方へさらに拡がっており ，組問確認のため北方へ 卜レン

チを拡慌したが，玉石!肢はなお発掘区外へ続くとみられ，回廊内全域が玉有数であった可能性

p
b
 

q
d
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も考・えられる。なお，玉石;;Xの上lζは灰j先制砂質土がJit砧し，その上lζ焼上JFiiがのっており ，

手禄焼失11寺にはすでに石敷市は埋もれていたとみ られる。

益出の1W.京高はl.4mで， その築成は放くのような過程を経ている。 侃込地業は行なわれず，

旧地表而lζ直接砧ーみあげている。まず，iJ;Jifの純回全域lζ0.4-0.5mのJO]さでH背灰j先制粘土と

パラス土を互屈につきかためる。次いで，心磁を中心とする半径2.5mほどの利回のみに入念

{ζ版築を行ない，その回 りに灰貰色粘土を砧みあげる。同H加ζiij;Jfi.回りでは玉石を敷く ために

灰色粘土で強l也している。次lζ，級石を泣いて心磁を据えつける。その後， iij;Jil上国まで補色

砂と粘土を互!日につき回め，心柱以外の柱の抑形を設け，ft盤石を据える。最後lζ，I創設部分lζ

賀補色土を砧み，越正!化粧を行なう。

そのほか IC:，発師区 N4~;;，lでやや時代の|符るとみられる他の汀線を lì{(i認し，また ， 発抑区東辺

と基担南辺lζ沿って石蚊および1~出を崩して設けられた竹向の上水胞設を検山した。

i立物 越正{上而の焼二七回からは焼け出れた塑像jヰーや~土が ， 1ili出回 りの1ft土防か らは大51の

瓦が出土している。盟{象)iは，長和4年(1015)の 『来日iliミ年縁起JIC:京西両地lζ各々釈迦の凹

相のlrH象を irl くと記されている ζ とに相応すると考えられる。 ~1刻午 lζ は国郎 ・ 手 ・ IJ同郎 ・ 足

・袈裟 ・rJlなどがあ り，なかには虫IJ米像 ・苔I位:像と判定し得るものもある。また，彩色や金箔

が残っているものもある。 Jl合土lとは雲母の多い級官な粘土を用いている。このほか塑像のJl台土

とは異なり ， 砂粒を多く含んだ破片があり ， 直線や1111総の凹，::'dn:¥む火線が胞をれ，白色lζ

彩色されている。 ζ れらは塑像の背景となった山町やj出il司・台座などの一郎とみられる。山jこ

した!Iq瓦は約800点に達した。 !Iq:九瓦は鋭企 ・室IIIJII与代の巴火が多く ，木薬師寺式や奈良II.}代

の瓦は一訓にもirY.jたず，ミZ禄焼失lI!i'lζはすでに創立tlljの瓦はほとんど:i"i:き科ーえられていた乙と

が判明した。焼土!日からは以上のほかに，~霊先Dili り金具 ， J♀.板，迎H象;日;銅線，鋲，fiJ状留め金

具な と・の'i~î銅製品や ， 釘 ， 鎚 ， 座金なと‘の鉄製品 ， 和問問弥な

どの銭11，および少iJ14の 3Ii JJ2: 器)~-が/1:\土している 。 青銅j平板に

は「第二口Jと陰刻 した ものがあり ，相愉の一部かとも考えら

れる。

法隆寺本妨西方地域の調査 本調査は法隆寺寺務所のm設計四

lζ 1~1~ う事 j'jíi調査であ り ， 既存主主物の解体lζ対応して二次lζ わけ

で調査を行な った。第一次調査では迫柿は検出されず，古代か

ら中世にわたる瓦および、土保)'r・を包合した|惰灰色村質土問の上

市lζ ， 水iÆt によるものと};t~われる粗ø、が Jir~制していた。第二次

調査では，重工色粘土の地止lから ， r JlI1tの土r:~j 7.~) 'r'を合む小穴11下

と近山以降の時4条および池の一郎を検出した。I也は長径約 3

mの小規棋なものであるが，岸には人iiJi大の石がいくつか政っ

てお り，底lζは小石を放いている。 〈須藤隆 .N;'水rJ;ー〉

- 37ー

鈴il2図 HiJffIli寺西広幼:出
土盤{象
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